
き ご う

揮毫は路上詩人こーたさん

　
長
か
っ
た
｜
。

　
「
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ａ
」
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
着
た
選
手
の
歓
喜
に
、
そ
う
感
じ
た

人
は
多
い
だ
ろ
う
。

　
７
日
に
開
幕
す
る
第
１
０
６
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
に
、
古
豪
大
社

が
�
年
ぶ
り
９
度
目
の
出
場
を
決
め
た
。
堅
守
と
機
動
力
を
武
器
に
聖
地
・
甲

子
園
に
久
し
ぶ
り
に
戻
る
。

　
�
年
間
は
長
い
ト
ン
ネ
ル
だ
っ
た
。
島
根
大
会
決
勝
で
敗
れ
た
の
は
６
度
。

あ
と
一
歩
届
か
ず
、
多
く
の
球
児
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
膝
を
つ
き
、涙
を
流
し
た
。

　
積
年
の
思
い
を
聖
地
で
ぶ
つ
け
る
と
き
が
来
た
。
臆
す
る
こ
と
は
な
い
。
皆

つ
な

に
は
仲
間
、
家
族
、
Ｏ
Ｂ
ら
多
く
の
支
え
が
あ
る
。
繋
が
り
を
力
に
「
一
致
団

結
」
し
て
暴
れ
て
こ
よ
う
。
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大社高校野球部の歴史を振り返る高畑忠善さん（右）
と教えを受けたＯＢ会の杉谷浩事務局長‖出雲市大
社町修理免

決
勝
で
立
正
大
淞
南
に
敗
れ
、
甲
子
園
を
逃
し
た
２
０
０
９
年

夏
の
大
社
ナ
イ
ン
。
左
端
が
手
銭
大
さ
ん
‖
２
０
０
９
年
７
月

�
日
、
県
立
浜
山
公
園
野
球
場
（
手
銭
大
さ
ん
提
供
）

１９７６年に開催された第�回春の選抜大会出場時の大社高校

　
大
社
の
歴
史
で
連
続
し
て
夏
の

甲
子
園
に
出
場
し
た
黄
金
期
が
あ

る
。
１
９
６
０
年
と
�
年
、
選
手

と
し
て
と
も
に
右
翼
で
出
場
し
た

高
畑
忠
善
さ
ん
（�
）‖
出
雲
市
大

社
町
修
理
免
‖
は
、
厳
し
い
練
習

を
通
じ
て
心
を
鍛
え
る
「
精
神
野

球
」
の
日
々
を
振
り
返
る
。

　
�
年
に
野
球
部
に
入
部
し
た
。

当
時
大
社
は
�
年
以
来
、
甲
子
園

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
。
地
元
の

大
社
中
学
校
で
野
球
を
始
め
、
県

大
会
で
優
勝
。
「
甲
子
園
を
目
指

し
て
ほ
し
い
」
と
誘
わ
れ
、
中
学

校
の
仲
間
６
人
と
入
部
し
た
。

　
「
勝
負
の
世
界
は
勝
っ
て
な
ん

ぼ
の
世
界
。
真
剣
で
首
を
取
る
か

取
ら
れ
る
か
だ
」
。
当
時
の
北
井

善
衛
監
督
の
言
葉
を
今
も
覚
え
て

い
る
。
勝
利
へ
の
こ
だ
わ
り
を
徹

底
的
に
た
た
き
こ
ま
れ
た
。

　
冬
の
練
習
は
「
地
獄
」だ
っ
た
。

大
社
町
内
の
弥
山
（
標
高
５
０
６

㍍
）
に
走
っ
て
登
る
練
習
。
一
人

で
も
歩
い
て
い
る
の
が
見
つ
か
る

と
、
全
員
が
下
山
し
、
一
か
ら
や

り
直
し
だ
っ
た
。
現
在
の
よ
う
に

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
が
な
い
時

代
、
鉄
の
棒
を
入
れ
て
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
固
め
た
バ
ケ
ツ
を
持
ち
、

腕
の
筋
力
を
鍛
え
た
。

　
練
習
の
成
果
が
出
た
の
は
自
身

が
２
年
時
の
�
年
。
町
内
で
は
ち

ょ
う
ち
ん
行
列
が
行
わ
れ
、
選
手

が
ト
ラ
ッ
ク
や
オ
ー
ト
三
輪
の
荷

台
に
乗
っ
て
パ
レ
ー
ド
し
た
。
�

年
ぶ
り
の
出
場
に
地
元
が
沸
い

た
。

　
甲
子
園
の
初
戦
は
そ
の
年
に
準

優
勝
し
た
静
岡
に
０
｜
２
で
敗
れ

た
。
高
畑
さ
ん
は
出
塁
し
た
が
、

け
ん
制
で
ア
ウ
ト
。
「
緊
張
し
て

当
時
の
記
憶
が
な
い
」
と
打
ち
明

け
る
。

　
連
続
出
場
の
�
年
は
、
前
年
の

メ
ン
バ
ー
が
多
く
「
ど
こ
と
当
た

っ
て
も
負
け
な
い
」
と
自
信
が
あ

っ
た
。
初
戦
の
札
幌
商
（
南
北
海

道
）
に
９
―
１
で
圧
勝
。
２
回
戦

は
の
ち
に
巨
人
で
Ｖ
９
に
貢
献
す

る
柴
田
勲
投
手
擁
す
る
法
政
第
二

（
神
奈
川
）
に
０
―
４
で
敗
退
し

た
。

　
甲
子
園
は
厳
し
い
練
習
を
乗
り

越
え
た
結
果
だ
っ
た
が
、
試
合
前

夜
に
保
護
者
ら
が
神
社
で
勝
利
祈

願
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
「
自
分

た
ち
の
力
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を

知
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

　
卒
業
後
は
社
会
人
野
球
を
経

て
、�
年
に
母
校
の
監
督
に
就
任
。

自
身
が
教
わ
っ
た
精
神
力
の
鍛
錬

に
、
社
会
人
時
代
に
培
っ
た
技
術

も
教
え
、
�
年
春
の
選
抜
大
会
に

導
い
た
。
監
督
と
し
て
も
聖
地
の

土
を
踏
ん
だ
。

　
習
志
野
（
千
葉
）と
の
対
戦
は
、

八
回
表
ま
で
は
大
差
で
リ
ー
ド
。

た
だ
、
油
断
か
ら
裏
の
守
り
で
一

挙
７
点
を
奪
わ
れ
、
７
―
８
で
敗

退
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
�
年
ぶ

り
に
夏
の
甲
子
園
に
出
場
す
る
後

輩
に
伝
え
た
い
こ
と
が
あ
る
。

　
「
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト
、
ア
ウ
ト
と

言
わ
れ
る
ま
で
絶
対
に
気
を
抜
い

て
は
い
け
な
い
」
。
魔
物
が
い
る

と
い
う
甲
子
園
の
怖
さ
を
知
る
、

大
先
輩
の
ア
ド
バ
イ
ス
だ
。

（
片
山
皓
平
）

　前身の杵築中時代の１９０１年に創部し、夏の地方大

会に第１回から「皆勤賞」の大社高野球部には栄光

と苦難の歴史がある。前回の出場から�年の長いト

ンネルを抜け、勝ち取った甲子園にＯＢや地元関係

者は喜び、歴史を刻んだ選手たちにエールを送る。

　
「
つ
い
に
勝
ち
き
っ
た
な
」。

大
社
野
球
部
Ｏ
Ｂ
で
、
高
校
野

球
の
強
豪
・
浦
和
学
院
（
さ
い

た
ま
市
）
の
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を

務
め
る
手
銭
大
さ
ん
（�
）は
練

習
の
合
間
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

中
継
で
母
校
の
優
勝
を
見
届
け

る
と
感
慨
に
ふ
け
っ
た
。

　
大
社
中
学
校
の
主
将
と
し
て

島
根
県
大
会
優
勝
。
そ
し
て
甲

子
園
を
目
指
し
、
２
０
０
７
年

に
入
部
し
た
。
１
年
夏
か
ら
公

式
戦
に
出
場
し
、
２
、
３
年
の

夏
は
決
勝
に
進
出
し
た
が
、
あ

と
一
歩
で
甲
子
園
出
場
を
逃
し

た
。
今
で
も
当
時
の
悔
し
さ
が

頭
を
よ
ぎ
る
。

　
３
番
遊
撃
で
出
場
し
た
２
年

の
夏
の
決
勝
の
相
手
は
３
連
覇

を
目
指
す
強
打
の
開
星
。
「
何

が
何
で
も
勝
つ
」
と
燃
え
て
い

た
が
、
初
戦
か
ら
投
げ
て
き
た

エ
ー
ス
の
疲
労
は
限
界
に
達

し
、
序
盤
か
ら
強
力
打
線
に
つ

か
ま
っ
た
。
結
果
は
１
対
�
の

大
敗
だ
っ
た
。
２
回
戦
の
江
の

川
（
現
石
見
智
翠
館
）
戦
で
自

身
の
失
策
で
コ
ー
ル
ド
勝
ち
を

逃
し
た
。
「
先
輩
の
負
担
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ず
、
試
合
後

に
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

　
主
将
に
な
っ
た
翌
年
は
、
１

番
捕
手
と
し
て
再
び
決
勝
の
舞

台
に
立
っ
た
。
相
手
は
そ
の
後

の
甲
子
園
で
８
強
入
り
を
果
た

し
た
立
正
大
淞
南
。
味
方
投
手

陣
の
調
子
が
上
が
ら
ず
、
相
手

の
強
力
打
線
を
抑
え
る
こ
と
で

頭
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　
初
回
、
打
席
で
相
手
エ
ー
ス

の
１
４
０
㌔
台
の
球
を
見
て

「
勝
つ
な
ら
ロ
ー
ス
コ
ア
し
か

な
い
」
と
覚
悟
し
た
。
直
後
の

二
回
、
２
死
三
塁
か
ら
連
続
四

球
を
与
え
て
満
塁
。
嫌
な
流
れ

の
中
、
続
く
打
者
に
長
打
を
浴

び
た
。
「
あ
の
一
打
が
痛
か
っ

た
。そ
れ
以
降
の
記
憶
は
な
い
」

と
言
う
。そ
の
回
に
８
失
点
し
、

勝
負
は
決
し
た
。
「
今
振
り
返

る
と
体
づ
く
り
や
ス
ピ
ー
ド
で

圧
倒
的
な
差
が
あ
っ
た
。
３
年

間
の
過
程
で
負
け
て
い
た
」
と

話
す
。

　
苦
い
経
験
を
糧
に
慶
応
大
に

進
学
。
東
京
六
大
学
野
球
で
プ

レ
ー
し
、
副
主
将
も
務
め
た
。

そ
の
後
の
社
会
人
野
球
で
指
導

者
か
ら
教
え
ら
れ
た
の
が
「
九

回
か
ら
が
試
合
の
半
分
」
。
最

終
回
を
抑
え
る
の
が
い
か
に
難

し
い
か
を
厳
し
い
世
界
で
何
度

も
味
わ
っ
た
。

　
今
年
夏
の
決
勝
。
思
わ
ず
後

輩
の
プ
レ
ー
に
目
を
奪
わ
れ

た
。
九
回
１
死
一
塁
で
、
相
手

の
盗
塁
を
刺
そ
う
と
捕
手
の
石

原
勇
翔
が
二
塁
に
送
球
。
遊
撃

藤
江
龍
之
介
が
難
し
い
ボ
ー
ル

を
捕
球
し
、
流
れ
る
よ
う
な
タ

ッ
チ
で
ア
ウ
ト
に
し
た
。「緊
迫

し
た
場
面
で
あ
の
守
備
は
強
い

チ
ー
ム
じ
ゃ
な
い
と
で
き
な

い
。
勝
ち
き
れ
る
チ
ー
ム
だ
と

思
っ
た
」
と
評
価
し
た
。

　
自
身
は
昨
夏
、
甲
子
園
に
出

場
し
た
浦
和
学
院
ナ
イ
ン
に
同

行
し
、
甲
子
園
を
経
験
し
た
。

「
甲
子
園
は
試
合
前
の
ア
ッ
プ

か
ら
攻
守
交
代
ま
で
、
考
え
る

間
が
な
い
ほ
ど
ス
ピ
ー
ド
が
速

い
。
し
っ
か
り
準
備
を
し
、
未

来
の
子
ど
も
た
ち
が
大
社
で
野

球
が
し
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

プ
レ
ー
を
し
て
ほ
し
い
」
と
エ

ー
ル
を
送
る
。
（
佐
野
卓
矢
）
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※

杵
築
中
、大
社
中
は
大
社
高
の
前
身

（朝　鮮）

（朝　鮮）
（福　岡）

（南北海道）
（神奈川）

（三　重）

（北北海道）

（栃　木）

大
社
高
校　

夏
の
甲
子
園
戦
績

長 崎 中
長野師範
愛知一中

山 商

京 城 商
小 倉 工

静 岡

札 幌 商
法 政 二

相 可

旭川竜谷

宇都宮南

杵 築 中
杵 築 中
杵 築 中

杵 築 中

大 社 中
大 社 中

大 　 社

大 　 社
大 　 社

大 　 社

大 　 社

大 　 社

１ 回 戦
準々決勝
準 決 勝

２ 回 戦

２ 回 戦
準々決勝

１ 回 戦

１ 回 戦
２ 回 戦

１ 回 戦

１ 回 戦

２ 回 戦

飯塚　俊之
出雲市長

吉川めぐみ
大社高校長

青木　一彦　
いなさ会会長

１９９２年夏の甲子園出場時の新聞記事を見ながら、
当時を振り返る新田均さん‖島根県川本町川本、
島根中央高

　
�
年
ぶ
り
の
全
国
高
校
野
球

選
手
権
大
会
へ
の
出
場
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
全
国
が

注
目
す
る
大
会
に
大
社
高
校
が

出
場
す
る
こ
と
は
、
大
変
喜
ば

し
く
、
出
雲
市
に
明
る
い
話
題

を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。

甲
子
園
で
は
大
社
高
校
ら
し
く

伸
び
伸
び
と
プ
レ
ー
し
、
一
つ

で
も
多
く
の
勝
利
を
重
ね
、
全

国
に
「
出
雲
」
の
名
を
轟
（
と

ど
ろ
）
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
練
習
の
日
々
を
信
じ
て
、
島

根
県
の
代
表
と
し
て
思
う
存
分

そ
の
力
を
発
揮
し
て
き
て
く
だ

さ
い
。

　
春
季
大
会
で
初
め
て
試
合
を

見
た
時
、
チ
ー
ム
の
守
備
力
の

高
さ
に
期
待
を
抱
き
ま
し
た
。

３
カ
月
後
、
期
待
は
現
実
と
な

り
�
年
ぶ
り
に
夏
の
頂
点
に
輝

き
ま
し
た
。
県
総
体
で
男
女
総

合
優
勝
を
飾
っ
た
勢
い
も
快
挙

を
後
押
し
し
た
と
思
い
ま
す
。

互
い
に
切
磋
琢
磨
（
せ
っ
さ
た

く
ま
）
し
、
社
高
一
丸
と
な
っ

て
勝
ち
取
っ
た
甲
子
園
出
場
と

胸
を
張
っ
て
言
え
ま
す
。
甲
子

園
で
は
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る

方
々
へ
の
感
謝
を
力
に
変
え
、

大
社
高
校
ら
し
い
、
さ
わ
や
か

フ
ェ
ア
プ
レ
ー
を
見
せ
て
ほ
し

い
で
す
。

　
大
社
高
校
野
球
部
の
甲
子
園

出
場
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
�
年
ぶ
り
の
母
校
の

快
挙
に
、
全
国
各
地
の
い
な
さ

会
会
員
か
ら
も
歓
喜
の
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
県
内
出
身

者
が
多
く
を
占
め
る
野
球
部

の
活
躍
に
、
地
元
の
期
待
は
こ

れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
全
国
の
強
豪
校
ひ
し

め
く
甲
子
園
。
大
社
高
校
ら
し

い
粘
り
強
い
試
合
運
び
で
、
稲

佐
の
浜
の
波
音
を
全
国
に
響

か
せ
る
熱
い
夏
に
し
て
く
だ

さ
い
。
頑
張
れ
、
大
社
高
校
野

球
部
！

　
�
年
前
、
監
督
と
し
て
大
社

を
夏
の
甲
子
園
に
導
い
た
の
が

新
田
均
さ
ん
（�
）‖
島
根
中
央

高
男
女
硬
式
野
球
部
統
括
顧
問

‖
だ
っ
た
。
選
手
の
精
神
力
強

化
に
心
血
を
注
ぎ
、
当
時
７
年

ぶ
り
の
出
場
を
果
た
し
た
。
今

年
の
チ
ー
ム
は
「
し
っ
か
り
と

し
た
練
習
で
培
っ
た
強
い
精
神

力
を
持
つ
。
大
舞
台
で
も
臆
す

る
こ
と
な
く
自
分
た
ち
の
野
球

を
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
期

待
す
る
。

　
浜
田
を
率
い
、
１
９
７
９
年

か
ら
３
年
連
続
で
夏
の
甲
子
園

に
出
場
。
�
年
の
選
抜
大
会
に

も
出
場
し
た
。
そ
の
後
、
い
っ

た
ん
中
学
校
に
赴
任
し
、
�
年

夏
に
大
社
の
監
督
に
就
い
た
。

　
就
任
時
の
大
社
は
５
年
間
、

夏
の
甲
子
園
か
ら
遠
ざ
か
っ
て

い
た
。
体
育
科
が
あ
り
、
素
質

の
あ
る
選
手
が
集
ま
る
が
、
あ

と
一
歩
届
か
な
か
っ
た
。
「
ピ

ン
チ
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か

る
土
壇
場
で
力
が
出
せ
ず
、
粘

れ
な
い
。精
神
面
が
弱
か
っ
た
」

と
振
り
返
る
。

　
精
神
力
を
鍛
え
よ
う
と
、
徹

底
的
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け

る
練
習
を
強
い
た
。
グ
ル
ー
プ

で
バ
ン
ト
練
習
や
塁
間
の
ボ
ー

ル
回
し
を
さ
せ
、
一
人
で
も
失

敗
す
れ
ば
、
グ
ル
ー
プ
全
員
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
走
ら
せ
た
。
あ

ま
り
の
厳
し
さ
に
部
員
全
員
が

一
時
、
練
習
に
来
な
く
な
っ
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

　
過
酷
な
練
習
を
乗
り
越
え
て

身
に
付
け
た
精
神
力
と
粘
り
強

さ
は
、
�
年
夏
の
島
根
大
会
で

花
開
く
。

　
決
勝
の
江
の
川
（
現
石
見
智

翠
館
）
戦
は
四
回
ま
で
３
点
差

を
つ
け
ら
れ
る
劣
勢
だ
っ
た

が
、五
回
に
１
点
差
に
迫
る
と
、

八
回
に
連
打
で
３
点
を
奪
い
５

｜
３
で
逆
転
勝
ち
。
「
序
盤
は

粘
り
強
く
食
ら
い
つ
き
、
終
盤

に
逆
転
す
る
理
想
の
試
合
展

開
。
練
習
の
成
果
が
最
も
出
た

一
戦
」
と
話
す
。

　
甲
子
園
の
初
戦
は
２
回
戦
で

宇
都
宮
南
（
栃
木
）
と
対
戦
。

序
盤
リ
ー
ド
し
た
が
３
｜
５
で

逆
転
負
け
し
た
。
今
も
忘
れ
な

い
の
が
、
逆
転
さ
れ
た
六
回
裏

の
守
備
。
こ
の
回
に
２
｜
２
に

追
い
付
か
れ
た
後
、
２
死
二
、

三
塁
で
左
越
え
２
点
二
塁
打
を

打
た
れ
た
。
通
常
の
守
備
位
置

な
ら
フ
ラ
イ
で
打
ち
取
れ
る
打

球
だ
っ
た
が
、
浜
風
に
乗
り
、

浅
い
位
置
に
い
た
左
翼
手
の
頭

上
を
越
え
た
。

　
「
守
備
位
置
が
浅
い
の
に
気

付
い
た
が
、
下
が
る
よ
う
指
示

で
き
な
か
っ
た
私
の
失
敗
だ
」

と
す
る
。
自
身
通
算
９
度
の
甲

子
園
で
の
采
配
で
、
最
も
悔
や

ま
れ
る
場
面
の
一
つ
と
い
う
。

　
今
年
の
大
社
の
強
さ
は
、
主

戦
馬
庭
優
太
の
優
れ
た
制
球
力

と
安
定
感
に
加
え
、
送
り
バ
ン

ト
や
盗
塁
、
エ
ン
ド
ラ
ン
と
い

っ
た
戦
術
の
精
度
の
高
さ
を
挙

げ
る
。
信
条
と
す
る
「
１
点
を

取
り
き
る
野
球
」
を
支
え
る
の

は
、
得
点
へ
の
重
圧
が
か
か
る

場
面
で
も
、
無
心
で
い
つ
も
の

プ
レ
ー
が
で
き
る
タ
フ
な
精
神

力
に
あ
る
と
見
る
。

　
「
失
点
を
３
点
以
内
に
抑
え

れ
ば
勝
負
に
な
る
」
と
分
析
す

る
。
全
国
の
強
豪
か
ら
、
大
量

点
を
奪
う
ビ
ッ
グ
イ
ニ
ン
グ
は

難
し
く
「
３
イ
ニ
ン
グ
ご
と
に

１
点
を
奪
っ
て
競
り
勝
つ
。
そ

う
い
う
粘
り
強
い
試
合
を
し
て

ほ
し
い
」
と
期
待
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
佐
伯
学
）
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島
根
大
会
決
勝
で
強
打
の
石
見
智
翠
館
を
相
手
に
完
投
し
た
エ
ー
ス
馬
庭
優
太
。

最
速
１
４
０
㌔
の
直
球
に
変
化
球
を
織
り
交
ぜ
た
投
球
が
持
ち
味
‖
出
雲
市
大
社

町
北
荒
木
、
県
立
浜
山
公
園
野
球
場

島
根
大
会
決
勝
の
６
回
裏
１
死
一
、
三
塁
で
同
点
と
な
る
ス
ク
イ
ズ
を
決

め
る
園
山
純
正
。
チ
ー
ム
が
目
指
す
「
１
点
を
取
り
き
る
野
球
」
に
は
バ

ン
ト
が
欠
か
せ
な
い
‖
出
雲
市
大
社
町
北
荒
木
、
県
立
浜
山
公
園
野
球
場

島
根
大
会
決
勝
の
７
回
裏
１
死
三
塁
、
ス
ク
イ
ズ
で
風
の
よ
う
に
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
、
勝
ち
越
し
を
決
め
る

藤
原
佑
。
大
会
�
盗
塁
の
足
は
大
社
の
大
き
な
武
器
だ
‖
出
雲
市
大
社
町
北
荒
木
、
県
立
浜
山
公
園
野
球
場

①３年②１７６③�
④投手⑤出雲北陵

①３年②１７６③�
④捕手⑤松江四

①３年②１７２③�
④一塁手⑤西郷

①２年②１６４③�
④二塁手⑤大田二

①３年②１７７③�
④遊撃手⑤河南

①３年②１８１③�
④左翼手⑤出雲二

①３年②１６８③�
④中堅手⑤佐田

①３年②１７５③�
④右翼手⑤湖陵

①３年②１７５③�
④投手⑤湖陵

①２年②１７７③�
④投手⑤湖陵

①２年②１６８③�
④捕手⑤東出雲

①３年②１７８③�
④内野手⑤浜山

①３年②１７４③�
④外野手⑤西郷

①３年②１７０③�
④外野手⑤出雲三

①３年②１７８③�
④外野手⑤玉湯学園

①２年②１７４③�
④外野手⑤大田二

①１年②１６９③�
④内野手⑤境港二

①３年②１８３③�
④投手⑤五箇

①３年②１６５③�
④内野手⑤湖陵

①３年②１８０③�
④三塁手⑤出雲三

　
ベ
ン
チ
入
り
メ
ン
バ
ー

�
人
が
意
気
込
み
を
語
る

動
画
を
公
開
し
て
い
ま
す

　▽１回戦
大　　　社　�｜１　益　　　田
　　　（５回コールド）
　３本の三塁打を含む計�安打で
連続得点。投打がかみ合い快勝し
た。
　▽２回戦
大　　　社　�｜０　松江高専
　　　（６回コールド）
　継投した岸と山本が被安打２に
抑え、�盗塁で好機をつくった。
　▽３回戦
大　　　社　５｜０　出　雲　工
　敵失に乗じて着実に点を重ね、
４併殺と手堅い守備で圧倒した。

　▽準々決勝
大　　　社　３｜１　出　雲　商
　４犠打５盗塁と小技と機動力を
生かして投手戦を制した。
　▽準決勝
大　　　社　７｜１　開　　　星
　主戦の馬庭が�奪三振を記録
し、犠打と安打でつなぐ打線が光
った。
　▽決勝
大　　　社　３｜２　石見智翠館
　堅守でロースコアに抑えると２
度のスクイズで勝ち越した。

　
「
自
滅
を
し
な
い
」
。
攻
守
と

も
に
堅
実
な
野
球
を
徹
底
し
て
き

た
。
投
手
を
中
心
と
し
た
鉄
壁
の

守
り
と
、
機
動
力
を
生
か
し
た
攻

撃
で
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に

す
る
。
全
国
の
強
豪
を
相
手
に
接

戦
に
持
ち
込
め
ば
勝
機
は
広
が

る
。
チ
ー
ム
の
特
徴
と
島
根
大
会

を
制
し
た
�
人
の
メ
ン
バ
ー
を
紹

介
す
る
。

　
「
自
滅
」
は
攻
守
両
面
で
起
き

う
る
。
守
備
で
は
失
策
に
よ
る
無

駄
な
失
点
を
重
ね
る
こ
と
、
攻
撃

は
ボ
ー
ル
球
に
手
を
出
し
た
り
、

進
塁
で
き
な
い
フ
ラ
イ
を
上
げ
た

り
す
る
こ
と
だ
。
石
飛
文
太
監
督

は
「
自
滅
が
な
け
れ
ば
勝
て
る
」

と
自
信
を
見
せ
る
。

　
エ
ー
ス
・
馬
庭
優
太
は
左
腕
か

ら
繰
り
出
さ
れ
る
最
速
１
４
０
㌔

の
直
球
と
ス
ラ
イ
ダ
ー
、
チ
ェ
ン

ジ
ア
ッ
プ
な
ど
を
武
器
に
島
根
大

会
で
計
�
回
を
投
げ
て
防
御
率
１

・
�
。
与
四
死
球
６
で
制
球
力
も

あ
る
。
奪
三
振
も
投
球
回
数
を
超

え
る
�
個
と
三
振
も
取
れ
る
。
島

根
大
会
で
登
板
し
た
岸
恒
介
、
山

本
佳
汰
、
石
橋
隆
吾
も
控
え
る
。

　
経
験
豊
富
な
捕
手
石
原
勇
翔
、

軽
快
な
守
備
を
見
せ
る
遊
撃
藤
江

龍
之
介
、
守
備
範
囲
の
広
い
中
堅

藤
原
佑
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
中

心
に
、
全
６
試
合
で
失
策
１
と
堅

守
も
光
っ
た
。
島
根
大
会
計
６
試

合
の
う
ち
１
イ
ニ
ン
グ
で
２
点
以

上
取
ら
れ
た
試
合
は
な
く
、
チ
ー

ム
が
目
指
す
戦
い
を
実
践
し
た
。

特
に
決
勝
の
石
見
智
翠
館
戦
は
最

少
失
点
に
抑
え
ら
れ
た
こ
と
で
終

盤
の
勝
ち
越
し
に
つ
な
が
っ
た
。

　
攻
撃
は
機
動
力
を
絡
め
「
１
点

を
取
り
き
る
野
球
」を
実
践
す
る
。

島
根
大
会
で
は
�
盗
塁
を
記
録
。

石
飛
監
督
が
「
日
本
一
速
い
」
と

評
す
る
快
足
の
１
番
藤
原
は
島
根

大
会
�
盗
塁
と
走
り
ま
く
っ
た
。

出
塁
し
た
�
回
の
う
ち
�
回
ホ
ー

ム
を
踏
ん
で
お
り
、
出
塁
す
る
と

チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
。
打
率
も
６

割
を
超
え
、
好
調
だ
。

　
島
根
大
会
の
犠
打
は
�
。
各
選

手
が
コ
ー
ス
を
狙
っ
た
バ
ン
ト

を
徹
底
し
、
確
実
に
得
点
圏
に
ラ

ン
ナ
ー
を
進
め
、
相
手
に
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
か
け
る
。
島
根
大
会
７

打
点
の
石
原
、
打
率
４
割
を
超
え

る
下
条
心
之
介
が
打
線
を
引
っ

張
る
。

（
小
豆
沢
颯
太
）

　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
プ
ロ
フ
ィ
ル
は
背
番
号
、
氏
名

に
続
き
①
学
年
②
身
長
③
体
重
④

ポ
ジ
シ
ョ
ン
⑤
出
身
中
学
校
の

順
。
写
真
の
色
紙
は
甲
子
園
で
の

意
気
込
み
。
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葛原　伊鶴（くずはら
　いづる）
①３年②１７６③�④
外野手⑤出雲三⑥誰に
も負けない声を出す

桑俣　慶人（くわまた
　けいと）
①３年②１７４③�④
外野手⑤安来一⑥ベス
ト８以上に上がるため
の行動をする

角森　建（つのもり　
たける）
①３年②１６５③�④
外野手⑤出雲三⑥選手
のサポートをしっかり
と頑張る

安藤　璃赳（あんどう
　りきゅう）
①２年②１６９③�④
外野手⑤赤来⑥チーム
を盛り上げる

岡田　憲伸（おかだ　
けんしん）
①２年②１６５③�④
内野手⑤出雲北陵⑥チ
ームの勝利のために全
力を尽くす

神野　朝光（じんの　
あさひ）
①２年②１７５③�④
外野手⑤出雲三⑥全力
でやりきる

堀江　一誓（ほりえ　
いっせい）
①２年②１７０③�④
外野手⑤平田⑥全力で
やりきる

丸本　琉心（まるもと
　りゅうしん）
①２年②１７４③�④
外野手⑤口田⑥チーム
のためにベストを尽く
す

宮本　翔平（みやもと
　しょうへい）
①２年②１７３③�④
内野手⑤河南⑥全力で
楽しむ

井上　宗人（いのうえ
　むねひと）
①１年②１６５③�④
内野手⑤五箇⑥死ぬ気
で勝ちに行きます

勝部　翔己哉（かつべ
　ときや）
①１年②１７２③�④
内野手⑤開星⑥応援を
頑張りたい

神田　琉成（かんだ　
りゅうせい）
①１年②１７５③�④
投手⑤浜山⑥チームの
サポートをしっかりす
る

北野　亜門（きたの　
あもん）
①１年②１６５③�④
内野手⑤出雲北陵⑥甲
子園ベスト８以上。や
るぞ！

寺本　新（てらもと　
あらた）
①１年②１７１③�④
外野手⑤湖南⑥甲子園
ベスト８以上

坂本　誓良（さかもと
　ちから）
①１年②１８２③�④
内野手⑤斐川東⑥チー
ムの勝利のために全力
を尽くす

高橋　友輝（たかはし
　ともき）
①１年②１７０③�④
外野手⑤平田⑥全力で
サポートする

中村　和人（なかむら
　かずと）
①１年②１７８③�④
投手⑤大田二⑥島根代
表の応援を見せつける

中村　礼光（なかむら
　らいこう）
①１年②１５９③�④
外野手⑤美土里⑥しっ
かりサポートする

長畑　彩叶（ながはた
　さきと）
①１年②１７５③�④
投手⑤邑智⑥甲子園ベ
スト８

長畑　廉叶（ながはた
　れんと）
①１年②１７２③�④
投手⑤邑智⑥応援で負
けない

樋道　陽音（ひどう　
はると）
①１年②１７４③�④
投手⑤斐川西⑥できる
ことを全力でする

古川　宥斗（ふるかわ
　ひろと）
①１年②１７５③�④
捕手⑤斐川西⑥１勝で
も多く勝つ

松田　怜（まつだ　り
ょう）
①１年②１６９③�④
捕手⑤益田⑥チームの
勝利のために全力を尽
くす

馬庭　陽向（まにわ　
ひなた）
①１年②１６９③�④
内野手⑤出雲北陵⑥勝
つ

山添　叶翔（やまぞえ
　かなと）
①１年②１７２③�④
内野手⑤熊取北⑥全力
で頑張る

山田　雄大（やまだ　
ゆうた）
①１年②１７２③�④
外野手⑤出雲二⑥良い
夏にする

山根　聖梛（やまね　
せな）
①１年②１７０③�④
内野手⑤斐川東⑥自分
にできることを全力
で！

兒玉　奈樹（こだま　
なみき）
３年／出雲二／ベンチ
からしっかり声を出し
て、一緒に全力で戦い
ます

石飛　亜咲陽（いしと
び　あさひ）
２年／湖陵／チームの
ために自分のできるこ
とを一生懸命する

安達　凜果（あだち　
りんか）
１年／斐川西／甲子園
では選手の力になるよ
うな応援やサポートを
する

新田　あや（にった　
あや）
１年／大社／全力でサ
ポート、応援します

服部　瑛太（はっとり
　えいた）
①２年②１６８③�④
内野手⑤大田西⑥ベン
チもスタンドも一丸で
頑張ります

渡辺　将伍（わたなべ
　しょうご）
①２年②１８５③�④
投手⑤出雲三⑥チーム
が勝つために応援を頑
張る

堀江　凌勢（ほりえ　
りょうせい）
①１年②１７４③�④
投手⑤平田⑥頑張る。
全力で応援する

　
夏
の
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大
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の
大
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を
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す
る
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立花　紫輝（たちばな
　しき）
①２年②１７３③�④
内野手⑤河南⑥来年は
自分が試合に出て甲子
園に行きたい

西本　翔（にしもと　
しょう）
①２年②１７５③�④
投手⑤江津⑥チームが
勝てるように精いっぱ
い応援する

岩田　奏翔（いわた　
かなと）
①１年②１７３③�④
内野手⑤伯太⑥毎日努
力して、積み重ねてい
きたい

中田　藍李（なかだ　
あいり）
２年／大社／目標を達
成できるように全力
で、応援・サポートを
する

土田　羽奏（つちだ　
わかな）
１年／斐川西／初めて
の甲子園。サポートを
全力でしたい

勝部　元仁（かつべ　
もとひと）
①１年②１７１③�④
外野手⑤大田二⑥メン
バーを精いっぱいサポ
ートする

飯塚　翔陽（いいつか
　しょうよう）
①２年②１７６③�④
外野手⑤大社⑥応援を
頑張る

中村　寿人（なかむら
　ひさと）
①３年②１７４③�④
外野手⑤大田二⑥甲子
園で勝てるチームづく
りに貢献する！

有沢　栄心（ありさわ
　えいしん）
①２年②１７４③�④
内野手⑤東山⑥チーム
のサポートに全力を尽
くす！

水津　深優（すいず　
みゆ）
３年／野田学園／自分
にできること全てを全
力でやり尽くす

　プロフィルは、選手は名前①
学年②身長③体重④ポジション
⑤出身中学⑥目標・意気込みの
順。マネジャーは名前、学年、
出身中学、目標・意気込みの順。
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